
オ L る。

イ号アルミとし、う呼称は昭和1 17 ・ 1 0 日本電気工去委員会で制

定，当時将米他の方法による合金総ができるであろ う ζ と を予

似して ， これを区別するD:'!i!とであげられたものである。(佐 々木

良宰)

いしかりせん 石狩線 札沼総の石狩月形駅を起点とし ， 新

十津川を経て'iÌ1 )Uï線の石狩rB EHJ駅を終点、とする ;百J守本線と ， 沌

川線とからなる国鉄自動111路線で，これを所管する沌川正l 即~111

ヰL 三召 舟東

五府内時水位向 a先企内 浦日

2 営業給関小荷物および貨物の

述愉を行ってい る。

3 接絞駅および業務委託駅

(1) 接続以上ノ図。

(2) 業務委託以木の子， 汐l火，石

崎。

4 使 命戦時中原産地路線と

して，石崎地区の鉱 111から産出される

マ γ ガン鉱を輸送する使命でJj~設

された路線である。冬期間も jili年

連転を確保している。

5 特 長吾;I.{Eでもマ γ ガ

γ鉱の輸送がま制! とな っているが，

戦後はiüWからぬ徴される海怪物

および坑木，その他の木材の輸送

がj勃加l している。とくに沿線はブ

いしつぶつ

|石 狩 線11 ナの生育地で， ベニヤ板の材料と

営業所を空知郡滝川UlJに設置している。

1 区間 ・ キロ程および沿革

石狩本線

石狩月形 ・ 石狩沼田 67km 

石狩金比緩前 ・ 十五号 2 

石狩i瓜船場 ・ 奈井江 4 

F四号線 ・ 砂川 5 

下徳町市街 ・ 下f忠信 l 

上記のうち石狩月形 ・ 右1守追分

雨龍 . t(1二新沌禍 10 

沌 川 線

nlH9 ・ 7 ・ 21 開業

IIB 30 ・ 11 ・ 10

1Il:l 28 ・ 10 ・ 14

1I1l 29 ・ 9 ・ 30

H日 1 8 ・ 10 ・ 1 fJ H業

1Il:l 31 ・ 6 ・ 14

橋本111] ・ 滝川 15 np, 1 8 ・ 10 ・ 1

2 営業総凶 旅客 ・ 手小荷物および貨物の迎紛営業を行っ

ている。

3 接続駅および業務委託駅

川接絞以石狩月形， 札比内， I免生1:1，)， ìílì臼，下 {!ê1 'fX ， 新

十津川，雨龍，平日，石狩沼閏，砂川，淀川， 奈井江。

(2) 業務委託)!l~ 雨龍市街， 石狩追分， 和，碧水，北龍。

4 使 命戦時中札沼線の一部撤去による代行路線とし

て国鉄自動車が開設され旅客 ・ 貨物の輸送を行ったが，戦後欽

道が復元された今日でも ， 鉄道の機能有Iì充，輸送力者自刃Jの使命

をもって自動車の経営が継続されている。またこの路線は沌川，

砂川方的との短絡交通路|刻として重要な輸送を行っている。 冬

期jはm雪が多いので浦臼 ・ 石狩月形|首lおよび和 ・ 石狩沼間間は

例年 12 月から迎年 4 月まで運転を休止している。

5 特 長 この路線は石狩川にそ ってその左岸を運行し，

石狩平野を縦断している。石狩地帯は北海道の毅倉地帯ともい

われとくに米の生産が多い。鉄道の撤去が行われた期間はこの

穀倉地i}貯の大輸送を引受けて，国鉄自動車の瓦慨を発慨したも

のであるが， 鉄道の復元に伴なって旅客輸送に量点を指向した。

路線の大部分は鉄道に併行しているが，利用客は極めて多い。

(矧田幸市)

いしざきせん 石崎線 江差線の上 ノ園駅を起点とし， 波島国

槍山1nl上ノ国村石崎を終点とする国鉄自動車路線で， これを所

管する上ノ医| 自 動車営業所を上ノ医l村に， また同枯草E派出所を

i度島国1t\.国首jl 1t\.田村に設置 している。

1 区間 ・キロ程および沿革

上ノ国 ・ 石崎 21 km nB 18 ・ 3 ・ 1 1開業

して各t也に供給している。 (悩凹

幸市)

いしつぶつ 遺失物 列車， 自動車， 船舶，以，線路敷地など，

国鉄が管守するJ;>li好(以 F列車内 ， 駅構内などと いう)で，旅客，

荷主，公衆などが.ìl'ì失した物件をいう。

これらの.ìl'ì失物は， 一般公道などでの遺失物と問機に，Jl'l失

物法の適川をうけるのであるが， 国鉄で取扱う.ìl'ì失物は膨大な

数量にのぼり旅客 ・ 公衆へのサ ピスのためにも重裂なので，

内部的に逃失物取扱規程(昭和 27 ・ 10 総裁i主羽目 6 1 5 号)を定め，

これによ って処1'J1することとしている。

旅客 ・ 公衆な ど(国鉄職員も含む)が， 列車内，以情|付などで

j世失物を姶得した ときは， これを1fi掌または駅長に届け出なけ

ればならない。この場合， 111掌または駅長は))'1失物領収証を加

山者に交付する。

"II掌は鉄道管理局長が仮定した最寄りの遺失物取卸駅または

その列車の終着駅にJl'l失物を引縦ぎ， 危険品 ， 犯罪者の位去った

物， 列車内で保管する ことが困難な物などは最寄りの以に引継

ぎ，その旨を遺失物取釘l駅またはその列車の終着駅にill!粉する 。

旅客 ・ 公衆または車掌から.ìl'ì失物の引波しをうけた駅長は，

nJJ 制l簿に必Jtl!司I項を記録し遺失物切符を発h し ， 1 悩併にくく

りつけて保管する。またi立失物の内容を点検して，Jl'l失者の判

明したものはこれを通知して引渡の手配をする。このi場合i立失

者から申出があれば輸送に差支えな L 、かぎり ， 保管駅から申出

の駅ま で小荷物扱として転送もする。

i立失者が判明しない物はその品名， 形状，数量，発見月日 ，

場所その他必裂な事項を発見の日から 4 日|尚，遺失物の引波し

をうけた駅の待合室に渇示してill失者の使をはかる。この渇示

期間内にill失者が判明i しないものは， 鉄道管理局長が指定した

遺失物取集駅に送付する。

ill失物I反袋駅では，国鉄がi遺失物を受廻してから 7 日以内に

関係の弊祭器にこれを引渡さなければならない。

泣失物取在11)収， ill失物取集駅を指定することは， 国鉄の取扱

上の使宜からばかりではなく ， Jl'l失者から申出のあった幼合に，

泣失物を司 lfi発見することの迅速正確を則するためでもある。

答察署に引渡しをしてからのちでも，Jft失者が判明すれば，

ill失者は後祭器から征嬢その引渡しをうけることができる。

国鉄が旅草子 ・ 公衆などから号 l i度しをうけた巡失物については，

ill失物法によ っ て国鉄が逃失物法上の給得者となるが， 国鉄は

公法人として， )立失者が判明し遺失物を引渡す場合には一般の
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